
～ 現在に至る 氏名 酒井　高正

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】　（主要なもの）

　【学内活動】（学内職歴を含む・主要なもの）

最終学歴

専門分野

所属学会

研究課題

　人口分析においてＧＩＳを活用する方法を検討した。また、関西文化学術研究都市地域の分析
にも取り組んだ。
　研究課題「関西学術研究都市における人口の時空間分析と土地利用変化のモデル構築」にて、
平成15年度奈良大学研究助成を受けた。

　おもに「地理学実習」、「地理学講読」、「地理学演習」、「調査法・野外研究」、「人口地
理学」、「地域分析法」、「地理情報システム」、「卒業論文(共同)」を担当し、統計および地
図のデータをパソコンを活用して処理する方法を基礎から卒業論文での応用まで指導するととも
に、人口地理学や地理情報システム（GIS）の分野における新しい知見を講義した。
　平成16年度には、「外国研究」において第19回地理学海外研修旅行「スペイン・ポルトガルの
自然・歴史・文化」（2005年2月28日～3月15日）を碓井教授とともに企画、実施した。

・地理情報システム学会　理事
・近畿都市学会　理事、事務局長（2004年6月～）
・人文地理学会「地理学ウィーク2003」講師（2003年7月20日、西宮市大学交流センター）

・ホームページ委員会委員長として、全学ホームページのリニューアルに取り組む。
・授業評価アンケート担当（14年度）、授業評価委員会委員（15、16年度）として、授業アン
ケートの導入と実施に取り組む。

         平成14～16年度　　教 育 研 究 業 績 書

取得学位

1988年奈良大学在職期間

日本地理学会、人文地理学会、日本人口学会、地理情報システム学会、
近畿都市学会、日本都市学会、奈良地理学会

人口統計分析とＧＩＳ

京都大学大学院文学研究科地理学専攻修士課程修了

京都大学文学修士

人口地理学、地理情報システム（ＧＩＳ）



① 人口大事典 共著

②

① 地域メッシュ統計
を用いた人口分析
の試み

単著

② 地理教育とGIS 単著

③ インターネットに
よる地域情報提供
サービスの評価分
析

共著

④ 教育用GISの現状 単著

① 学界展望［人口］ 単著

②

2002年6月 人文地理　第54巻第3号

2005年3月

2003年11月

奈良大学紀要　第33号

奈良大学情報処理センター
年報 第14号

培風館2002年6月

2003年3月 奈良大学紀要　第31号

2002年10月 奈良大学情報処理センター
年報　第13号

（著書）

著書､学術論文等の名称 概　　　　　　　要

（学術論文）

（その他）

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

「日本の国内人口移動」の
項目を執筆。研究動向と人
口移動動向を展望した。

奈良近辺の国勢調査地域
メッシュ統計の利用の試み
と、教育現場での活用の検
討を行った。

前半でＧＩＳ教育現場での
情報共有、後半でGISの応用
法や利用についてそれぞれ
近況を検討した。

前年における研究動向を展
望する特集記事「学界展
望」の［人口］の項目を担
当した。

都道府県が設置するWEBサイ
トで提供される地域情報等
の充実度の評価分析を試
み、住民サービスや調査研
究への活用への可能性を検
討した。

予算面での制約の多い教育
現場で利用可能なGISおよび
その関連技法の紹介と展望
を行った。


